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尿路 感染症 に対す るsparfloxacinの 使用経験

西沢 理 ・鈴木隆志 ・土田正義

秋田大学医学部泌尿器科学教室*

13例 の尿路感染症患者に対してsparfloxacin1日200～300mgを2～3回 に分けて,急 性単

純性膀胱炎の場合1週 間、複雑性尿路感染症の場合2週 間投与した,。その結果,急 性単純性膀胱炎

5例 では著効2例 。有効3例 であり,慢 性複雑性膀胱炎6例 では著効1例,有 効4例,や や有効1

例であり,慢 性複雑性腎孟腎炎の2例 は共に有効であった。副作用は1例 に嘔吐 ・嘔気を認あた

が.本 剤投与中止後胃腸薬投与により翌日には軽快 した。臨床検査値の異常変動は1例 に γ-

GTP,LAPの 軽度上昇が認められたが,特 に問題とする程度ではなかった。
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Sparfloxacin(SPFX)は 大 日本 製 薬 ㈱ で 合 成 さ れ

た ピ リ ドンカ ル ボ ン酸 系 経 口 抗 菌 剤 で あ り,グ ラム 陽性

菌,グ ラム陰 性 菌,嫌 気 性 菌 な どに 対 して強 い抗 菌 力 を

示 す ほか,ク ラ ミジア,レ ジオ ネ ラ,マ イ コ プ ラズ マ,

非 定型 抗 酸菌 な どに も抗 菌 力 が広 が った こ とが 特 徴 で あ

る1)。 ま た,本 剤 の 血 中 消 失 半 減 期 は 約Is時 間 で あ

り2),各 組 織 へ も血 中 濃 度 を上 回 る移 行 が 見 られ る3)。

我 々は 本剤 の 尿 路 感 染症 に対 す る臨 床 評 価 を 行 う機 会

を得 た の で,そ の 成 績 を報 告す る。

対 象 は平 成 元 年7月 か ら平成2年2月 まで の 間 に秋 田

大学 泌尿 器 科 の 外 来 を受 診 した尿 路 感 染 症 患 者 で,同 意

の得 られ た もの と した。 そ の 内訳 は,性 別 で は男3例,

女10例 で,診 断 名 別 で は急 性 単純 性 膀 胱 炎5例,慢 性

複雑 性膀 胱 炎6例,慢 性 複 雑 性 腎 孟 腎 炎2例 で あ っ た。

用法 用 量 は,1日 量200～300mgを1日2～3回 に 分

けて,3～18日 間 経 口投 与 した。 臨 床 効 果 はUTI薬 効

評価基 準 に準 拠 して,著 効,有 効,や や有 効,無 効 の4

段階 で判 定 した。

急 性 単 純 性 膀 胱 炎5例 の 概 要 をTable1に 示 した。

その臨 床 効 果 は著 効2例,有 効3例 で あ っ た。 分 離 菌 は

Staphylococcus saprophytieus. Proteus mirabilis,

Enterobacter cloacaeが 各 々1株Escherichia coli

が2株 で あ った がiSPFX投 与 後 は5株 全 株 が 消 失 し

た。

慢性 複雑 性 尿 路 感 染 症8例 の 概 要 をTable2に 示 し

た。 その臨床 効 果 は,慢 性 複雑 性 膀胱 炎 では 著効1例r有

効4例,や や 有 効1例 で あ り,慢 性 複 雑 性 腎 孟 腎 炎 で は

有効2例 で あ った。 分離 菌 はStreptococcushciemotyticus,

Enterocoecus avium, Enterobaeter aerogenes, P.

mircxbilis, Serratia marcescensが 各 々1株,Ecoli

が3株 で あ り,S. haemolytieusが 存 続 した ほ か は す

べ て 消失 した。

副 作 用 は急 性 単 純性 膀 胱 炎 の1例 に嘔 気,嘔 吐 が み ら

れ た。 その 発 現 は 投 与4日 目で あ り,症 状 が 強 度 な た あ

本 剤 の服 薬 を 中 止 して 胃腸 薬 を 服用 し,翌 日に は症 状 が

軽 快 した。 本 剤 との因 果 関 係 は 明 らか に関 係 あ りと判 定

した。 臨 床 検 査 値 の 異常 変 動 は慢 性 複 雑 性 膀 胱 炎 の1例

に,γ-GTP(56→75U/1)及 びLAP(43→49U/1)

の 軽度 上 昇 が み られ た。 本 剤 との因 果 関 係 は 関 係 あ るか

も しれ な い と判 定 したが 。 一 過性 で あ り特 に 問 題 で は な

い と思 わ れ た 。

分離 菌 に対 す るSPFXのMICは 。Ecoti5株 で は

≦o.Ol3～0.1μg/mlに 分 布 し,Pmirabilisの2株

は0.39μg/ml,S. Saprophyticusで は0.2μg/ml,

S. mczrcescensで は6.25μg/ml,E. cloacaeで は

3.13μg/ml. E. aerogenesで は12.5μg/ml,S.

haemolyticusで は25μg/mlで あ った 。 比較 薬 剤 と し

てciprofloxacin(CPFX), ofloxacin(OFLX),

enoxacin(ENX)に つ い て も測 定 し たが,CPFXは

SPFXと ほ ぼ 同 程 度 のMIC分 布 を 示 した。OFLX,

ENXはSPFXよ りや や 劣 る成 績 で あ った。

UTI薬 効 評 価 基 準 で は,急 性 単 純 性 膀 胱 炎 で は3日

後,複 雑性 尿路 感 染 症 で は5日 後 に効 果 判 定 を 行 うこ と

に な って い る。 しか し,一 般 診療 上 で は 急 性 単純 性 膀 胱

炎 の 場 合 で も再 発 防 止 の 意 味 で1週 間 程 度 の投 与が 行 わ

れ て お り,複 雑 性 尿 路 感 染 症 の場 合 に も,再 発 防止 あ る

い は 治癒 を期 待 して2週 間程 度 の投 与 が 行 わ れ て い る。

今 回我 々 は,こ の 様 な 一般 診 療 上 の 投 与 方 法 に従 って
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Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with sparfloxacin

AUC: acute uncomplicated cystitis

Table 2. Clinical summary of complicated UTI patients treated with sparfloxacin

CCC: chronic complicated cystitis YLO: yeast-like organism 

CCP: chronic complicated pyelonephritis
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急性単純性膀胱炎では1週 間程度,複 雑性尿路感染症で

は1～2週 間程度の投与方法で検討を試みた。

その結果,急 性単純性膀胱炎では5例 全例が有効以上

であり,複 雑性尿路感染症では1週 間程度の投与例では

3例 共有効以上,2週 間程度の投与例では5例 中4例 が

有効以上という良い成績が得られた。

河田ら4)は 複雑性尿路感染症に対するcefdinir2週

間投与の有効性を5日 間投与時と比較 して,そ の有効率

にはほとんど差がないものの著効率では2週 間投与の方

が高いと報告 している。その理由として膿尿の正常化率

の上昇を指摘 しているが,急 性単純性膀胱炎についても

膿尿の正常化例で再発率が低いことが知 られている防。

今回我々は,急 性単純性膀胱炎例の再発有無の検討も,

複雑性尿路感染症例での1週 間投与時と2週 間投与時の

有効率の比較検討 も行っていないが,全13例 中12例 が

有効以上であった結果からみると,経 口剤の対象となる

外来患者では1～2週 間の投与でかなり高い有効率が期

待できると思われた。
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CLINICAL STUDY OF SPARFLOXACIN 

IN URINARY TRACT INFECTIONS 

Osamu Nishizawa, Takashi Suzuki and Seigi Tsuchida 

Department of Urology, Akita University, School of Medicine 

1-1-1 Hondo, Akita 010, Japan 

Sparfloxacin was administered orally to 13 patients at a daily dose of 200--300 mg for 7 days in 

acute uncomplicated cystitis (AUC) and for 14 days in chronic complicated cystitis (CCC) and 

chronic complicated pyelonephritis (CCP). 

In 5 patients with AUC, the clinical efficacy was excellent in 2 cases and good in 3. In 6 patients 

with CCC, the efficacy was excellent in 1 case, good in 4 and fair in 1. The efficacy was good 

in 2 patients with CCP. 

As a side effect, nausea and vomiting were observed in 1 patient with AUC. Aggravated 

laboratory test results were mild and transient elevations of ƒÁ-GTP and LAP in 1 patient with 

CCC.


